
平
成
二
十
年
四
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

三

二

六

号

中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
へ
の
予
算
の
透
明
性
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
へ
の
予
算
の
透
明
性
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

旧
日
本
軍
が
中
国
で
遺
棄
し
た
と
さ
れ
る
化
学
兵
器
（
以
下
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
と
い
う
。
）
の
処
理
事
業
（
以
下
、

「
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
た
め
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
機
構
（
以
下
、
「
機
構
」
と
い
う
。
）

が
設
立
さ
れ
た
が
、
「
機
構
」
設
立
に
際
し
て
百
％
の
出
資
を
し
た
大
手
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
元
社
長
ら

四
名
が
本
年
四
月
二
十
三
日
、
国
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
支
払
わ
れ
た
「
処
理
事
業
」
に
か
か
る
費
用
の
内
約
一
億
二
千
万
円
を
流
用

し
、
同
社
に
損
害
を
与
え
た
と
し
て
特
別
背
任
罪
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二

九
四
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

昨
年
十
月
二
十
六
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
二
九
号
）
に
よ
る
と
、
平
成
六
年
度
に
、
伊
藤
忠
一
元
ネ

パ
ー
ル
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
再
就
職
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
伊
藤
氏
以
外
に
そ
の
後
外
務
省
か
ら

Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
天
下
っ
た
者
は
い
る
か
。

二

平
成
元
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
内
閣
府
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
天
下
っ
た
者
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
氏
名
と
内

閣
府
退
職
前
の
官
職
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
前
回
答
弁
書
」
に
よ
る
と
、
本
年
度
は
「
機
構
」
と
「
処
理
事
業
」
に
つ
い
て
契
約
を
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

一



る
が
、
本
年
度
政
府
は
ど
こ
と
「
処
理
事
業
」
の
契
約
を
行
っ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
我
が
国
が
「
処
理
事
業
」
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で

は
「
化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
。
以
下

「
化
学
兵
器
禁
止
条
約
」
と
い
う
。
）
第
二
条
�
に
お
い
て
は
、
『
遺
棄
化
学
兵
器
』
と
は
、
千
九
百
二
十
五
年
一
月
一
日

以
降
に
い
ず
れ
か
の
国
が
他
の
国
の
領
域
内
に
当
該
他
の
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
遺
棄
し
た
化
学
兵
器
を
い
う
旨
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
は
、
千
九
百
九
十
七
年
四
月
二
十
九
日
の
化
学
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
伴
い
、
化
学
兵
器
禁
止

条
約
上
、
遺
棄
化
学
兵
器
を
廃
棄
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
処
理
事
業
を
開
始
し
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
同
じ
く
前
回
質
問
主
意
書
で
、
そ
も
そ
も
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
の
所
有
権
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
第
二
次
世
界

大
戦
で
我
が
国
が
無
条
件
降
伏
し
た
こ
と
を
受
け
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
旧
日
本
軍
は
武
装
解
除
さ
れ
、
全
て
の
兵
器
、
財

産
は
旧
ソ
連
と
中
国
に
没
収
ま
た
は
接
収
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
旧
日
本
軍

が
武
装
解
除
を
行
っ
た
当
時
の
個
別
具
体
的
な
状
況
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
確
定
的
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
の
所
有
権
が
そ
も
そ
も
我
が
国
に
あ
る
の
か
、
我
が
国
が
「
処
理

事
業
」
を
行
う
義
務
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
政
府
と
し
て
確
定
的
な
回
答
は
で
き
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

二



様
に
、
「
遺
棄
化
学
兵
器
」
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯
が
不
透
明
で
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
改
め
て
我
が
国
の
「
処
理
事

業
」
へ
の
関
与
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

五

防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
が
担
当
し
た
、
福
岡
県
苅
田
町
苅
田
港
の
海
底
で
見
つ
か
っ
た
旧
日
本
軍
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
処

理
事
業
（
以
下
、
「
苅
田
町
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
と
い
う
。
）
の
調
査
研
究
費
は
約
五
千
万
円
で
あ
る
の
に
、

「
処
理
事
業
」
に
は
五
年
間
で
約
百
七
十
億
円
超
の
調
査
研
究
の
た
め
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
昨
年
十
一

月
二
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
四
六
号
、
以
下
「
政
府
答
弁
書
一
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
外
務
省
と
し

て
、
中
国
で
発
見
さ
れ
た
砲
弾
等
が
旧
日
本
軍
の
化
学
兵
器
で
あ
る
か
に
つ
い
て
ま
ず
鑑
定
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
内
閣
府
と
し
て
、
長
期
間
土
中
等
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
大
量
の
遺
棄
化
学
兵
器
を
迅
速
に
発
掘
・
回
収
及
び
廃
棄
処

理
す
る
と
い
う
ど
の
国
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と
、
加
熱
爆
破
炉
の
実
証
性
実
験
な
ど
、
所
要
の
実
験

を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
等
、
苅
田
港
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
処
理
事
業
と
は
異
な
る
事
情
が
あ
り
、
十
分

な
調
査
研
究
等
を
慎
重
か
つ
広
範
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業

の
調
査
に
関
す
る
経
費
と
苅
田
港
に
お
け
る
老
朽
化
化
学
兵
器
の
処
理
技
術
等
の
調
査
に
関
す
る
経
費
と
を
一
概
に
比
較
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
、
「
苅
田
町
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
」
と
「
処
理
事
業
」
に
か
か
る
費
用
が
大
き
く
異

三



な
る
の
は
正
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
次
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
元
社
長
ら
が
特
別
背
任
罪
の
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
る
等
、
「
処
理
事
業
」
を
め
ぐ
り
種
々
不
透
明
な
疑
惑
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
処
理
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
外
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
日
本
国
際
問
題
研
究
所
（
以
下
、
「
国
問
研
」
と
い
う
。
）
が
主
に
調
査
研
究
に
従
事
し

て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
に
よ
る
と
、
「
国
問
研
」
に
は
平
成
十
年
度
に
二
名
、
平
成
十
一
年
度
に
一

名
、
平
成
十
二
年
度
に
一
名
、
平
成
十
三
年
度
に
二
名
、
平
成
十
四
年
度
に
二
名
、
平
成
十
五
年
度
に
一
名
、
平
成
十
七
年

度
に
一
名
、
平
成
十
八
年
度
に
一
名
と
、
九
年
の
間
に
十
一
名
の
外
務
省
職
員
が
「
国
問
研
」
に
天
下
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
昨
年
十
二
月
七
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
七
六
号
、
以
下
「
政
府
答
弁
書

二
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
内
閣
府
及
び
外
務
省
は
、
中
国
国
内
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
埋
設
地
区
に
お
け
る
現
地
調

査
、
当
該
地
区
に
お
け
る
環
境
や
安
全
性
に
十
分
に
配
慮
し
た
発
掘
回
収
調
査
、
遺
棄
化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
技
術
の
研

究
及
び
提
案
等
の
業
務
を
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
（
以
下
「
国
問
研
」
と
い
う
。
）
に
委
託
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
問
研
は
、
委
託
さ
れ
た
業
務
を
適
切
に
行
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
「
処
理
事
業
」
に
お
け
る

「
国
問
研
」
が
果
た
し
た
役
割
は
適
切
で
あ
る
と
す
る
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
政
府
答
弁
書
一
」
と
「
政
府

答
弁
書
二
」
で
も
、
「
国
問
研
」
か
ら
更
に
社
団
法
人
日
本
防
衛
装
備
工
業
会
、
財
団
法
人
化
学
物
質
評
価
研
究
機
構
、
株

四



式
会
社
小
松
製
作
所
へ
業
務
が
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
も
そ
も
「
国
問
研
」
に
は

「
処
理
事
業
」
に
関
わ
る
能
力
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
右
で
述
べ
た
「
処
理
事
業
」
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
鑑

み
る
時
、
政
府
と
し
て
、
改
め
て
我
が
国
の
「
処
理
事
業
」
に
か
か
る
予
算
、
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


